
低学年

学習指導要領解説　〈技能に関する内容　p.３３〉

・ねらったところに緩やかにボールを投げたり、転がしたり、蹴ったりすること。　

・ボールを捕ったり止めたりすること。

・ボールが飛んだり、転がったりしてくるコースに入ること。　　　　　　　　　　

・ボールを操作できる位置に動くこと。

単元計画

５～１０ｍ 【主な規則】
・１線上に並び、交互にボールを

蹴る。
・捕る人は、ボールを通しやす

くするために、足を大きく広
げる。

・相手が捕りやいボールを蹴る。
【発展】
・蹴る人と捕る人の距離を広げ
  る。
・時間を決め、時間内に何回往
　復できたかを競う。

【指導のポイント】 【評価のポイント】
・ 相手の足の間にねらいを定め、 ・ 相手の足の間をねらってボー ※教材・シナリオ

ボールを蹴れるようにする。 ルを蹴っている。
・ 転がってきたボールを両手で ・ 転がってきたボールをしっか

捕れるようにする。 り両手で捕っている。

【主な規則】
・時間内に的を相手コートに押

し出す。
・ボールはどれを使ってもよい。
・たくさん的を押し出したチー

ムの勝ち。

【発展】
・的の大きさを変える。
・時間、的の数、的までの距離

１分 を変える。

※教材・シナリオ
【指導のポイント】 【評価のポイント】

・ 的が動くことを予測してボー ・ 的をねらってボールを蹴って
ルを蹴らせる。 いる。

・ 的のどこに当てるとよいか考 ・ 的を動かす方向を考えてボー
えて蹴らせる。 ルを蹴っている。

ボール通し
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 ５～１０ｍ

集合・整列・挨拶・準備運動・学習のめあて

ぬきっこボール蹴りゲーム

ボール通し

どんどんおしだしゲーム

１５分

活動２

学習のまとめ

どんどんおしだしゲーム

たまごわり
サッカー

どんどん
おしだし
ゲーム

たまごわり
サッカー

授業のマナー

捕れた！！
いくよ！

相手コートに

的を動かそう。

転がってきた

ボールは使っ

ていいよ。



【主な規則】
・ ４人対４人。（実態に応じて変更可）
・攻撃はボールを１つずつ持つ。
・ゴールラインを通過したら１点。
・守備は手や足を使ってボール

 ゴール を止める。
 ライン ・全員が蹴り終わったら攻守を
 １０～ 交代する。

・回数を決め、得点を競う。

【発展】
・守備の範囲を狭くし、得点を

攻撃 ８～１０ｍ 守備 することを難しくする。
２～３ｍ

※教材・シナリオ
【指導のポイント】 　 【評価のポイント】

・ 守備の間の空いている所を ・ 守備の間をねらってボール
ねらってボールを蹴らせる。 を蹴っている。

・ 体のどこかに当てて、ボー ・ 体の正面にボールが来るよ
ルを後ろに行かせないよう うに移動し、ボールを止め
にする。 ている。

【主な規則】
・ 攻撃４人、守備２人。
・攻撃側は１人１つずつボールを

持ち、時間内は何回ボールを蹴
ってもよい。

・たまごを割ったら（通過）１点。
カラーコーンに当てたり、セン

 １０～ ターラインを越えずに通過した
５ｍ り、手が届かない高さで通過し

た場合は得点にならない。
・守備側は、手や足など体を使っ

てボールを止める。
・時間内（１分～５分）に攻撃を

得点したら紅白の ２．５ｍ 終わりにして、攻守交代。
玉を円の中に入れる ・回数を決め、得点を競う。

【発展】
１０ｍ ・守備の人数を増減する。

・攻撃時間を短くする。
【指導のポイント】 【評価のポイント】

・ 守備の間の空いている所を ・ 守備の空いている所をねら ※教材・シナリオ
ねらってボールを蹴らせる。 ってボールを蹴っている。

・ 体のどこかに当てて、ボー ・ 体の正面にボールが来るよ
ルを後ろに行かせないよう うに移動し、ボールを止め
にする。 ている。

・ ボール
・ 的（段ボール）・コーン
・ ビブス
・ ラインカ―
・ ストップウォッチ
・ メジャー
・ フラフープ

ぬきっこボール蹴りゲーム

たまごわりサッカー

準備するもの

  １５ｍ

  １５ｍ

相手の間に

蹴るよ！

空いている

コースを

よく見て！

蹴る人を

よく見て！

思い切り

蹴るよ！

間に合う！


